
オ
、
自
分
で
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
き

た
人
に
は
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
定
員
】
な
し

【
料
金
】
無
料

【
申
し
込
み
】
10
月
７
日

（金）
ま
で

に
、
南
海
放
送
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

携
帯
サ
イ
ト
ま
た
は
往
復
は
が
き

往
信
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
返

信
面
に
代
表
者
住
所
、
氏
名
を
書

い
て
〒
790
８
５
１
０
南
海
放
送

「
ま
つ
や
ま
お
城
下
ウ
ォ
ー
ク
」

係    http://www.rnb.co.jp/

へ

【
日
時
】
10
月
29
日

（土）
受
付=

８

時
30
分
～
９
時
15
分
、
ス
タ
ー
ト

=

９
時
45
分

【
場
所
】
受
付
・
ス
タ
ー
ト=

城

山
公
園
（
堀
之
内
）
東
側

【
内
容
】
景
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

く
８
㌔
▼
城
山
公
園
→
坂
の
上
の

雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
→
一
草
庵
→
ロ

シ
ア
人
墓
地
→
二
之
丸
史
跡
庭
園

→
城
山
公
園
（
12
時
30
分
予
定
）

▼
当
日
参
加
で
き
ま
す
が
、
事
前

申
込
者
に
は
抽
選
で
携
帯
ラ
ジ

の
醍だ

い

醐ご

味み

よ
」
と
、
毎
年
み
こ

し
を
新
し
く
作
り
直
し
今
日
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
み

こ
し
落
と
し
は
10
月
９
日
夕
刻

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
当
地
区
に
は
８
体
の
だ

ん
じ
り
が
あ
り
、
上
部
四
隅

に
数
千
枚
の
日
の
丸
の
小
旗
で

飾
っ
た
竹
を
付
け
る
独
特
の
形

態
。
か
き
夫
は
「
よ
い
さ
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
だ
ん
じ
り
を

揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

　
「
門も

ん

前ぜ
ん

や
何
万
石
の
遠
が
す

み
」。
江
戸
時
代
、
松
山
へ
向

か
う
道
中
に
風
早
を
訪
れ
た
小

林
一
茶
が
正
岡
の
俳
人
・
門
田

兎と

文ぶ
ん

ら
と
の
句
会
で
詠
ん
だ
句

で
す
。
一
茶
は
松
山
か
ら
の
帰

り
に
も
門
田
邸
を
訪
ね
て
い
ま

す
。

　

門
田
邸
周
辺
の
地
名
は
門
前

“
も
ん
じ
ょ
”と
は

（
も
ん
じ
ょ
）
と
呼
ば
れ
、
近

く
に
水
が
湧
き
出
る
門も

ん

前じ
ょ

堀ぼ
り

が

あ
り
ま
す
。
堀
に
は
、
休
憩
で

き
る
場
所
も
あ
り
、
地
域
の
癒

や
し
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
祭
り
の
世
話
人
の
一
人
、

西
原
司
さ
ん
に
、
正
岡
地
区
の

自
慢
を
聞
き
ま
し
た
。

　

秋
祭
り
の
準
備
か
ら
片
づ
け

ま
で
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

す
る
一
体
感
は
、
地
区
の
自
慢

で
す
。
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
３

地
区
約
30
体
の
だ
ん
じ
り
が
正

岡
小
学
校
で
行
う
「
か
き
比

べ
」。
10
月
９
日
の
早
朝
で
す

が
、ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ド
ス
ン
！
」。
御
神
体
が

飛
び
出
す
ま
で
石
段
の
上
か
ら

何
度
も
投
げ
ら
れ
バ
ラ
バ
ラ
に

な
る
み
こ
し
。
静
寂
な
境
内

は
、
珍
し
い
荒
行
事
を
一
目
見

よ
う
と
見
物
客
で
ご
っ
た
返
し

ま
す
。「
こ
れ
が
風
早
の
祭
り

落
と
さ
れ
る
み
こ
し

知
っ
ト
コ
！

行
っ
ト
コ
！
風
早
② 

正
岡
地
区（
風
早
火
事
ま
つ
り
と
門
前
）

子どもらも楽しみに散歩に来る門前堀

39段の石段の上から勢いよく投げ落とされるみこし

わ
た
し
の
自
慢

西原 司さん
（高田）

　「風早火
ひの

事
こと

まつり」と呼ばれ半鐘と太鼓を打ち
鳴らすだんじりが練り歩く、風早地方の秋祭り。
正岡地区も祭りムード一色に染まります。また、
国
くに

津
つ

比
ひ

古
こ

命
のみこと

神社・櫛
くし

玉
だま

比
ひ

売
め

命
のみこと

神社宮入り前に境
内の石段で行われる「みこし落とし」は、住民の
誇れる地域の宝となっています。

10月29日
『
坂
の
上
の
雲
』の
ま
ち
を
歩
こ
う
12

参加者募集

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
南
海
放

送
☎
915
８
８
８
９
、
坂
の
上
の

雲
ま
ち
づ
く
り
チ
ー
ム
☎
948
６

９
９
５
・　

934
１
８
０
４
へ

ゲストは
森脇健児さんロボと一緒に笑顔で受賞の

林美香子さん（右）・茉美子さん

　松山発、俳句とハイク（まち
歩き）による観光ツアー、専属
ガイドと行く「松山はいく」を、
久保田・加藤アナが体験。新た
な発見や感動のツアーから、俳
句が息づくまち松山の魅力と歩
き方を紹介します。

お問い合わせは、広報課☎948-6705・　 934-2578へ

10月の番組（予定）は

市政広報テレビ
放送局：テレビ愛媛
毎週月曜日　　　　19時54分〜20時
再放送/毎週金曜日  16時49分〜16時53分

  ３日　利用してみませんか　移動図書館
１０日　みんなの生活展2011
１７日　えひめ・まつやま産業まつり
２４日　久谷散策  里山へんろ
３１日　学校給食で地産地消

レ
ギ
ュ
ラ
ー
枠
も

見
て
ネ

住民に説明をする担当者

　

説
明
会
で
は
、
西
条
市
か
ら
、

渇
水
時
に
は
水
不
足
に
よ
る
農
業

被
害
や
田
植
え
の
遅
れ
が
生
じ
て

い
る
こ
と
や
、
井
戸
の
自
噴
が
停

止
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
今
後

地
下
水
と
加
茂
川
の
流
量
に
つ
い

て
研
究
を
加
え
た
上
で
地
下
水
の

保
全
を
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
説
明
。
一
方
、
本
市
か
ら
は
課

題
と
し
て
、
新
規
水
源
開
発
量
と

し
て
日
量
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍

を
必
要
と
し
、
そ
の
確
保
策
と
し

　

県
・
西
条
市
・
新
居
浜
市
お
よ
び
本
市
の
４
者
で
構
成
し
、
加

茂
川
お
よ
び
黒
瀬
ダ
ム
の
水
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
を
話
し
合
う

「
水
問
題
に
関
す
る
協
議
会
（
幹
事
会
）」
主
催
の
説
明
会
が
、

８
月
21
日
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
こ
れ
ま
で
同
協
議
会
（
幹
事
会
）
で
意
見
交
換

さ
れ
た
「
３
市
の
水
問
題
の
課
題
と
対
応
」
や
「
加
茂
川
の
水
事

情
の
現
状
分
析
」
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

７
月
に
ト
ル
コ
で
開
催
の
同
大

会
で
優
勝
し
た
林
美
香
子
・
茉
美

子
姉
妹
に
、
８
月
23
日
か
が
や
き

松
山
大
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
美

香
子
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
を
「
大

会
で
の
交
流
を
生
か
し
て
日
本
と

世
界
の
懸
け
橋
と
な
る
仕
事
に
就

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
１
世
界
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
サ
ッ
カ
ー
Ａ
ラ
イ

ト
ウ
ェ
イ
ト
プ
ラ
イ
マ
リ
カ
テ
ゴ

リ
団
体
戦　

優
勝

林
美
香
子
・
茉
美
子
さ
ん

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
資
源

担
当
部
長
付
☎
948
６
９
４
７
・

934
１
８
８
６
へ

て
西
条
市
の
水
を
守
る
こ
と
を
前

提
に
「
黒
瀬
ダ
ム
未
利
用
水
の
松

山
分
水
」
を
最
優
先
に
取
り
組
む

方
針
を
示
し
ま
し
た
。
な
お
同
説

明
会
は
、
８
月
20
日
西
条
市
、
22

日
新
居
浜
市
で
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
会
場
で
出
さ
れ
た
主
な
意

見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
西
条
市
で
は
、
う
ち
ぬ
き
の
自

噴
の
停
止
や
地
下
水
の
水
位
低
下

な
ど
、
地
下
水
に
対
し
て
不
安
が

あ
る

・
森
林
の
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、

水
源
涵
養
林
の
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か

・
ま
ず
は
地
元
西
条
市
の
水
利
用

を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か

・
松
山
市
は
、
も
っ
と
節
水
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か

（3） 広報まつやま2011（平成23）年９月15日号
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